
会計システム連動概要（オプション機能） ふくろう販売管理システム

■　連動ソフト

仕訳連動オプション機能追加（追加費用あり）にて、以下の市販会計ソフトでインポートできる仕訳ファイルの書き出しが可能となります。

◇　弥生会計　（弥生株式会社）

◇　勘定奉行ｉ８　（ＯＢＣ株式会社） ふくろうから会計への連動イメージ

◇　大蔵大臣　（応研株式会社）

■　連動されるデータ

以下のデータが仕訳作成の対象となります。

・ ふくろう販売の各伝票入力画面（売上、仕入、入金、支払入力）から

　登録した各データ ①　ふくろう販売の伝票登録（売上、仕入、入金、支払入力） ③　会計端末側で、

・ 請求締切処理または支払締切処理で作成される一括消費税データ 処理等で、各伝票データが日々蓄積されます。 仕訳ファイルをインポートします。

※　ふくろう販売端末、会計端末は同一端末でも異なる端末でも作業できます。

※　ふくろう販売側で部門（部課）や口座、取引先を追加、修正した場合、会計ソフト側も同様の修正が必要です。

■　赤黒転記

赤黒転記の仕訳イメージ

転記済の伝票を修正、削除した場合、通常であれば会計側の仕訳も同様の更新をする必要がありますが

ふくろう販売では、赤黒転記方式を実装しており、修正、削除の赤黒仕訳を自動作成します。 新規売上：　商品を\100で掛取引で売上した。

赤黒転記は設定でＯＦＦにすることもできます。

売掛金 \100 ／ 売上高 \100

■　転記種類

修正売上：　仕訳転記後、単価に誤りがあると判明し、\150に訂正した。

仕訳で使う転記種類を以下から選択できます。

通常仕訳で使用しない転記種類は設定しておく必要はありません。 売掛金 \-100 ／ 売上高 \-100 ⇒　赤伝

◆ 伝票転記・・・各伝票・伝票区分ごとに仕訳伝票を作成します。

仕訳の伝票日付はふくろうの伝票日付と同日になります。 売掛金 \150 ／ 売上高 \150 ⇒　黒伝

◆ 日別転記・・・伝票種類・伝票区分・各伝票日付ごとに仕訳伝票を作成します。

仕訳の伝票日付はふくろうの伝票日付と同日になります。

◆ 取引先別転記・・・指定した期間を合算し、伝票種類・伝票区分・取引先ごとに仕訳伝票を作成します。

取引先を使用していない仕訳は合計転記と同様の仕訳です。

仕訳の伝票日付は仕訳作成時の出力範囲Ｔｏの日付と同日になります。

◆ 合計転記・・・指定した期間を合算し、伝票種類・伝票区分ごとに仕訳伝票を作成します。

仕訳の伝票日付は仕訳作成時の出力範囲Ｔｏの日付と同日になります。

以上が、会計連動概要となります。
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